





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































My	plane	departs	at	3:15,	so	 I’m	going	to	 try	 to	get	 to	 the	airport	
　around	1:00.
「飛行機は3時15分出発なので、空港には１時ごろ着くようにしようと
思う」
テルキ　デイブ
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　現在時制のこの使用については「近い未来の予定を表す」（①p.53）とか、
「近い未来を表す語句（tomorrow、next	weekなど）を伴う」（②p.85）な
どと説明していますが、スケジュールには「近い未来」などは関係ないの
です。
　　He	gets	out	of	prison	in	fifty	years.「彼は50年後に刑務所から出る」
7－5．未来の時を示す副詞節
　また、このような説もあります：
「未来の『時・条件』を表す副詞節中では、現在形は未来時制の代用をす
る」（①p.53）
「時・条件を表す副詞節中では、未来のことであっても現在時制を用いて
表す」（②p.85）
要するに、副詞節全体が未来の時を表しているから、その中の動詞も未来
時制のはずだ、という考え方らしい。たとえば、これから試験を受ける学
生たちに「ベルが鳴ったら（または、鳴ったとき）始めなさい」と指示す
るとします。これを英語で言うと、Begin	when	the	bell	rings.	と、現在時制
を用いて表現しますが、本当はそうでなくて、未来時制のBegin	when	the	
bell	is	going	to	ring.と言うはずだ、ということらしい。
　さて、本当にそうでしょうか。同じような発想を未来の時を表す日本語
の副詞節に当ててみましょう。
　未来というのはまだ「未完了」でしょう。ですから、たとえアメリカに
帰る友人に向かって「次回日本に来たとき電話ちょうだい」と言っても、
節中の完了（過去形）の「来た」は、節全体が未来の時を表しているので、
本当は未完了（現在形）の「来る」の代用をして、「次回日本に来るとき電
話ちょうだい」という文章なのです。
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過去、今、未来の話を英語で
　しかし、待ってよ。「次回日本に来たとき電話ちょうだい」も、「次回日本
に来るとき電話ちょうだい」も、両方とも確かに未来の時を表しています。
しかしながら、それぞれの指す時が違うのではありませんか。完了（過去
形）の「来た」を用いた文章は次回日本に来てから電話ちょうだいという
意味であって、これに対して、未完了（現在形）の「来る」を用いた文章
だと、まだ日本に来ていない、出発する前に電話ちょうだいということを
言っています。つまり、未来の時を表す副詞節では、完了の過去形が本当
は未完了の現在形の代用をする、という説は日本語の場合明らかに間違っ
ています。
　では、英語に戻って、未来の時を表す副詞節中の現在形が未来時制の代
用をするという説をもう一度考えましょう。
　まず、「次回日本に来たとき電話ちょうだい」を英語で言うと現在時制
を用いて、Call	me	the	next	time	you	come	to	Japan.となります。（注意：
日本語は「過去形」だから、英語も「過去時制」と思ってCall	me	the	next	
time	you	came	to	Japan.という英文にすると、「次回日本に来ていた時電話
ちょうだい」と、時がめちゃくちゃの文章になってしまう。）次、日本に
来るのはまだ「未来」だが、そうする「ことになっている」「予定」であ
ることを言っている「次回日本に来るとき電話ちょうだい」は英語でどう
表現しますか。6－5．の話を思い出せば、未来時制のbe	going	to	doが
ぴったりでしょう。Call	me	the	next	time	you	are	going	to	come	to	Japan.	
また、6－6．で話したように、be	going	to	doの省略した形be	doingも有
用：Call	me	the	next	time	you	are	coming	to	Japan.
　つまり、副詞節全体が未来の時を表すから、中の動詞も、たとえ現在時
制でも、未来時制だという説はどうもウソだったのです。現在形を用いる
場合、その動作が「終わった」「完了」ということを示しています。日本語
では「したら」「したとき」と表現します。一方、中の動詞が未来時制の
場合、その動作がまだ「未完了」「これから」ということを言っています。
日本語では「（まだしていないが、これから）するとき」と言います。
テルキ　デイブ
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　ついでに、条件の副詞節も同じようです。
I’ll	go	if	Jerry	goes.「ジェリーが行ったら、ぼくも行く」
I’ll	go	if	Jerry	is	going	to	go.「ジェリーが行く（予定）なら、ぼくも行く」
I’ll	go	if	Jerry	will	go.
「ジェリーが（よし）行く（と言う）なら、ぼくも行く」
　では、今の解説を最初に出した例文に当ててみましょう。Begin	when	
the	bell	rings.は現在形なので、ringと言う動作が「完了」「終わった」。日
本語では、「ベルが鳴ったら［鳴った時］始めなさい」と言います。一方、
Begin	when	the	bell	 is	going	to	ring.という文章もあり得ますが、動作の
ringは未来時制なので、「ベルがまだ鳴っていないが、これから鳴る時」を
示し、そんな時に「始めなさい」、ということを言っています。だったら、
問題・解答紙を手に入れた時からベルが鳴る直前まで、いつでも始めても
いいということになります。
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